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もとで中国への傾斜が進みました。また、馬政権は行政権を行使 、立法権をないがしろにしました。サービス貿易協定もそ ひとつです。一方、わ しはこの間、野イチゴ学生運動、大埔での抵抗運動、国光石油化学コンビナート反対運動に加わってきました。わたしは頼和文教基金会の執行長として主に芸術家や文化人に呼びかけ、馬政権期の公共的な問題に関心を払ってきました。これが遠因です。　
近因はサービス貿易協定の締結
の過程です。わたしたちは締結前日の二〇一三年六月二〇日、郝明義さん 暴露 締結を知りました。当日の朝、わたしたちは芸術家や文化人たちと総統府前の凱達格蘭大道に抗議に行きました。調印後、わたしたちは 「黒い島国青年戦線」
（黒色島国青年陣線）を組織し、サービス貿易協定の立法院での審議過程を注目し続けました。さらに、 「 ブラックボックス過程に反対する民主戦線」 （反黒箱服貿民主陣線）を組織し、多くのＮＧＯと連携 ました。また、文化人を集めて文化部（部は省に相当）と議論の場をつくったり、立法院の公聴会で意見を述べたり、体制内の対話を続けました。しかし それは協定を発効させるための手続きでしかなくたいへん失望しました。　
わたしたちは国民党の多数のも
















時まで、台湾社会 強烈な敗北主義に充ちていました。立法院に突入したあの晩 わたしたち この敗北主 を打 破った です。わたしは、運動は戦後の戒厳令下
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の実情に沿っ も だと思います。少なくとも若者の経済的な困難を認識しています。 かし、どう解決するかは簡単ではありません。今の低賃金では、若者は家を買えません。しかも、投機によって不動産価格は高騰しました。これでは結婚も、こどもを持つこともかないません。そ 結果、 子化が進みます。　
派遣労働の問題はますます深刻
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